
神宮前六丁目地区まちづくり意見交換会_意見交換の概要 

日 時  平成 27 年 12 月 4 日（金） 19：00～20：10（意見交換 19：35～20：10） 

場 所  神宮前穏田区民会館 

出席者  55 名 （他 渋谷区 4名、準備組合コンサルタント 3名） 

 
（意見①） 

まちづくりの方向性で、にぎわい創出などが挙げられていたが、神宮前交差点付近は歩行者が多す

ぎると感じることがある。住民の努力によって美観を維持している面もあるため、方針として、住

環境への配慮に関することを加えて欲しい。 

区）居住者の方々の心配は当然のことであると思う。まちの美化については区も協力していかなけ

ればならないので、ご意見をいただきたいと思う 
検討中の再開発とは別に明治通りの拡幅もあり、明治通りの拡幅によって人の流れが変われば、

住宅地へ人が流れることも減るかと思われる。 
 
（意見②） 

最近では事務所などが増えて大型車が多く進入してくるようになった。このような地域で、自動車

動線が簡単に消えてしまうことが許されるのか。また、続きの道路についてはどう考えているのか。 

変形五差路がタイル張りになっているため、歩行者は歩道だと思って歩いている。対策として、

段差を設けるなど、改善の余地はある。どうしても危ないということであれば、代替の道路を作る

など、物流の観点からの検討も必要ではないか。 

区）簡単に道路をなくすことはできない。再開発事業では、法律的な条件が整えば、街区再編は可

能である。最終的には議会の承認を経るなど、正式な手続きが必要となる。 
続く道路については、具体的な計画があるわけではない。 
安全確保の方法としてはご提案のような方法もあるかと思うが、今回の計画では老朽化した建物

の更新なども含め、街区を整理することを検討している。 
 
（意見③） 

区道 630号を普段よく通っているが、ゆっくり走っていれば歩行者とトラブルになることはない。

道路拡幅によって狭くなる土地があるということはよくわかるが、区道がなくなることによって、

我々が住んでいる地域に入る車の動線はどうなるのか。 

区）地下鉄の入り口はあるが、現状、ここからは入れることになっている。その他の動線について

は、区道 622号線を通っていただくことを検討している。 
  



（意見④） 

計画地の北側は車が多く、また、道路が狭いため、歩行者は自動車に遠慮しながら歩いている。電

柱を埋めるなど、歩行者が快適に歩けるような道を作ってほしい。 

大きな建物が建つと納品車などが増えるが、現状でもこの地域は納品車が多い。どのように対応

するのか。 

水無橋のすぐそばに駐車場があり、利用する車が多いため、居住者は大変な思いをしている。そ

れについての考えは。 

区）再開発ビルについては明治通りからの進入、明治通りへの退出させる計画であり、表参道から

進入する計画ではない。 
納品の車については、荷捌き用の駐車場を用意するため、基本的には建物の中に入って荷捌きを

行うことになるため、道路に停めるなどして荷捌きを行うことはないと考えている。 
電柱については、区ですぐに何とかするということは言えないが、区道の拡幅などもあるため、

東京電力には区からも協力を依頼したい。 
狭い道路については把握しているが、相手方もある問題なので、すぐに区で道を広げることはで

きない。建物を建て替えるときなどに、セットバックなどをしてもらい、道が広がっていくことに

なると思われる。4mに広げるときなどは、区に相談してもらいたい。 
 
（意見⑤） 

区道をなくして歩行者用の通路を敷地内に作るということだが、その敷地内に区道を大きく作るこ

とは出来ないのか。 

区）敷地内の西側に歩行者用の通路を作ることを検討しているが、区道ではなく、通行可能な敷地

内の通路ということで検討しており、区道として替わりに整備するという検討はしていない。 
 
（意見⑥） 

スライドの断面図によれば、建物の最高高さが 60m になっているが、細い道路がなくなるから、

60mまで建てられる、ということか。道路斜線の関係上、建てられないのではないか。 

街並みからしても60mの建物は表参道の倍の高さであるが、街並みというものをどうとらえて

いるのか。全てを30mにすることはできないか。 

区）建物の断面図の低い方は地区計画で 30mの制限があるためこの高さになっている。 
高い方は、神宮前五・六丁目地区の地区計画で 60m までの制限があるため、60m になっている。
廃道して街区再編すると明治通りに接道することにもなるので、結果的に高い建物が建てられるよ

うになる、ということは考えられる。 
景観的には 30m で揃えるということも考えられるが、再開発では一定の規模も必要になってく

る面もある。 
  



（意見⑦） 

再開発区域内の区道については、有償で組合に買い取ってもらうのか、再開発のために無償で提供

するのか 

区）確定していないが、道路部分については、権利として確保し、区の施設として再開発に参加す

るということも検討している。無償で提供する、ということは今のところ検討していない。 
 
（意見⑧） 

再開発が始まるとすれば、何時頃が目途か。また、仮に完成した場合、どれくらいの人がまちに増

えるのか。 

区）工事は平成 30 年頃からを検討しており、オリンピックまでには完成させるという計画になっ
ている。 
準組）開発計画の際に一般的に使われている計算式があり、一日当たり 2万人程度の増加を想定し
ている。 
 

（意見⑨） 

地域のブランド価値が高まるのであれば賛成であるが、どのようなものが出来上がるのか。誰が作

るのか。デベロッパーや建築家など、決まっていれば知りたい。 

区）基本的には商業施設を中心とした計画である。区の施設が入る可能性もある。今後、準備組合

でデザイナーを選定するなど、このまちにふさわしい景観となるよう、区としても指導したい。 
 
（意見⑩） 

30m／60mという高低差が美しいまちづくりという観点からふさわしいのか。都市計画上やむを

得ないとしても、都市計画を変更するなどして、もう少し自然な形で真ん中くらいの高さで揃える

などできないのか。 

南側の区道623号を6mに拡幅する計画ということだが、駐車場の出入り口はどの辺りに作る

のか。大きなビルができると出入りの車が多くなるため、居住者に迷惑がかからないように、渋谷

区としても厳しく指導してもらいたい。 

区）高さが 30m・60m となっているが、屋上緑化などによって景観に配慮してもらうとともに、

デザイナーなどの活用によって良好な景観となるよう指導する。 
車の出入り口については、明治通りから左折で入り、敷地の中央部付近での入庫を考えているた

め、周囲に悪影響が及ぶ恐れが少ない計画となっている。 
  



（意見⑪） 

10 月に開催された準備組合の説明会によれば、コープオリンピアアネックスを所有している東急

不動産がデベロッパーとなって、日建設計が設計するということで決まっているのではないかと思

うが、渋谷区は把握しているか。 

計画については、全て決まっているということか。意見交換会となっているが、住民の意見は通

るのか。また、どのようにしたら意見が通るのか。 

区）把握している。どの企業が工事するのか、などといったことはまだ決まっているわけではない 
準備組合としての計画がなければ区への相談もできないため、計画としてはある。ただし、決定

事項ではない。計画している再開発について、区へ申し出を行いたいという相談があったため、区

としては、このような意見交換会を開くこととなった。 
この場ですぐに計画を変える・変えないという回答はできないが、意見を書いていただくカード

もあるので、ご記入の上、提出いただきたい。 
 
（意見⑫） 

開発で人が増えるのであれば、スクランブル交差点にする、あるいは横断歩道の幅を再考するなど、

早急に検討されたい。 

区）明治通りの拡幅などが進めば、ある程度混雑が解消することもあると思われるが、それだけで

は根本的な解決にはならないと思われる。道路計画については、東京都なども関わってくるため、

この場で約束はできないが、ご意見については関係機関に伝えていきたい。 


